
説
明
会
を
開
催
、
㮇
社
が
参
加

10

徳
山
中
央
浄
化
Ｃ
再
構
築
事
業

周 南 市
上下水道局

【
周
南
】
周
南
市
上
下
水

　
【
周
南
】
周
南
市
上
下
水
道

局
は

月

日
、
来
年
度

局
は
　
月
　
日
、
来
年
度
発

1010

2929

注
予
定
の
「
徳
山
中
央
浄

予
定
の
「
徳
山
中
央
浄
化

セ
ン
タ
ー
再
構
築
事
業
」

セ
ン
タ
ー
再
構
築
事
業
」
の

説
明
会
を
学
び
・
交
流
プ

説
明
会
を
学
び
・
交
流
プ
ラ

ザ
で
開
催

で
開
催
し
、
　

社
が
参
加

社
が
参
加
し

1010

た
。あ

い
さ
つ
に
立
っ
た
周

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
周
南

市
上
下
水
道
局
企
画
調
整

市
上
下
水
道
局
企
画
調
整
課

の
市
川
秀
之
課
長
は
、「
こ

の
市
川
秀
之
課
長
は
、「
こ
の

事
業
は
周
南
市
上
下
水
道

事
業
は
周
南
市
上
下
水
道
局

と
し
て
は
初
め
て
の
官
民

と
し
て
は
初
め
て
の
官
民
連

携
手
法
で
す
。
民
間
の
高

携
手
法
で
す
。
民
間
の
高
い

ノ
ウ
ハ
ウ
と
人
材
を
活
用

ノ
ウ
ハ
ウ
と
人
材
を
活
用
し

て
官
と
民
が
共
同
で
効
率

て
官
と
民
が
共
同
で
効
率
的

か
つ
、
効
果
的
な
事
業
運

か
つ
、
効
果
的
な
事
業
運
営

を
す
る
こ
と
で
、
市
民
に

を
す
る
こ
と
で
、
市
民
に
良

質
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提

質
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

上
下
水
道
局
の
み
な
ら
ず

上
下
水
道
局
の
み
な
ら
ず
、

周
南
市
に
と
っ
て
も
滅
多

周
南
市
に
と
っ
て
も
滅
多
に

な
い
非
常
に
大
き
な
事
業

な
い
非
常
に
大
き
な
事
業
な

の
で
、
官
民
連
携
を
と
お

の
で
、
官
民
連
携
を
と
お
し

て
企
業
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

て
企
業
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

も
つ
な
が
る
良
い
機
会
で

も
つ
な
が
る
良
い
機
会
で
は

な
い
か
と
思
う
。
コ
ロ
ナ

な
い
か
と
思
う
。
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
短
い
時
間
で
す
が
、
質

め
短
い
時
間
で
す
が
、
質
疑

応
答
で
活
発
な
意
見
を
交

応
答
で
活
発
な
意
見
を
交
換

し
て
、
事
業
の
概
要
と
官

し
て
、
事
業
の
概
要
と
官
民

連
携
の
趣
旨
に
理
解
を
深

連
携
の
趣
旨
に
理
解
を
深
め

て
も
ら
い
、
一
社
で
も
多

て
も
ら
い
、
一
社
で
も
多
く

の
参
加
を
願
い
ま
す
」
と

の
参
加
を
願
い
ま
す
」
と
述

べ
た
べ
た
。

続
い
て
、
同
課
徳
山
中

　
続
い
て
、
同
課
徳
山
中
央

浄
化
セ
ン
タ
ー
再
構
築
推

浄
化
セ
ン
タ
ー
再
構
築
推
進

室
の
蒲
原
秀
文
主
査
が
再

室
の
蒲
原
秀
文
主
査
が
再
構

築
事
業
の
概
要
、
同
事
業

築
事
業
の
概
要
、
同
事
業
Ｐ

Ｆ
Ｉ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業

Ｆ
Ｉ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務

を
担
う
、
Ｐ
ｗ
Ｃ
・
Ｎ
Ｊ

を
担
う
、
Ｐ
ｗ
Ｃ
・
Ｎ
Ｊ
Ｓ

Ｊ
Ｖ
の
増
田
直
哉
マ
ネ
ー

Ｊ
Ｖ
の
増
田
直
哉
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
（
Ｐ
ｗ
Ｃ
イ
ン
フ
ラ

ャ
ー
（
Ｐ
ｗ
Ｃ
イ
ン
フ
ラ
・

Ｐ
Ｐ
Ｐ
部
門
）
が
官
民
連

Ｐ
Ｐ
Ｐ
部
門
）
が
官
民
連
携

手
法
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

手
法
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説

明
し
た

明
し
た
。

同
市
は
「
徳
山
中
央
浄

　
同
市
は
「
徳
山
中
央
浄
化

セ
ン
タ
ー
再
構
築
事
業
」

セ
ン
タ
ー
再
構
築
事
業
」
に

お
け
る
官
民
連
携
手
法
の

お
け
る
官
民
連
携
手
法
の
事

業
方
式
を
検
討
し
た
結
果

業
方
式
を
検
討
し
た
結
果
、

Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
を
採
用

Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
を
採
用
。

対
象
と
な
る
施
設
は
、

　
対
象
と
な
る
施
設
は
、
徳

山
中
央
浄
化
セ
ン
タ
ー
（

山
中
央
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
晴

海
町
海
町
３
―
１
）
と
汚
水
中

）
と
汚
水
中
継

ポ
ン
プ
場
の
江
口
ポ
ン
プ

ポ
ン
プ
場
の
江
口
ポ
ン
プ
場

（
江
口

（
江
口
１
―
１
―
　
）
。
）
。

2323

同
セ
ン
タ
ー
は
、

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
１
９
１
９
６

６
年
の
供
用
開
始
か

年
の
供
用
開
始
か
ら
　
年
5050

以
上
が
経
過
。
同
ポ
ン
プ

以
上
が
経
過
。
同
ポ
ン
プ
場

を
は
じ
め
、
水
処
理
、
汚

を
は
じ
め
、
水
処
理
、
汚
泥

処
理
施
設
の
多
く
が
老
朽

処
理
施
設
の
多
く
が
老
朽
化
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取
り
組
み
推
進
を
申
し
合
わ
せ
中国ブロック
監理課長会議

ＣＣ
ＣＣ
ＵＵ
ＳＳ
のの
イイ
ンン
セセ
ンン
テテ
ィィ
ブブ
なな
どど

新
・
担
い

手

3
法
の
浸
透
へ

【
山
口
】
山
口
市
が
、
老

　
【
山
口
】
山
口
市
が
、
老
朽

化
な
ど
で
現
地
で
建
替
を

化
な
ど
で
現
地
で
建
替
を
計

画
し
て
い
る
「
阿
知
須
総

画
し
て
い
る
「
阿
知
須
総
合

支
所
・
地
域
交
流
セ
ン
タ

支
所
・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

等
新
築
工
事
」
の
安
全
祈

等
新
築
工
事
」
の
安
全
祈
願

祭
・
起
工
式

祭
・
起
工
式
が
　
月
　
日
、
日
、

1010

3131

施
工
者
の
山
口
建
設
・
縁

施
工
者
の
山
口
建
設
・
縁
建

設
・
五
十
鈴
工
業
Ｊ
Ｖ
の

設
・
五
十
鈴
工
業
Ｊ
Ｖ
の
主

催
で
開
か
れ
、
渡
辺
純
忠

催
で
開
か
れ
、
渡
辺
純
忠
市

長
や
地
元
自
治
会
の
代
表

長
や
地
元
自
治
会
の
代
表
、

工
事
関
係
者
ら

工
事
関
係
者
ら
約
　
人
が
出

人
が
出

3030

席
。
無
事
故
・
無
災
害
で

席
。
無
事
故
・
無
災
害
で
の

早
期
完
成
を
祈
願
し
た

早
期
完
成
を
祈
願
し
た
。

神
事
は
、
北
方
八
幡
宮

　
神
事
は
、
北
方
八
幡
宮
の

宮
司
の
も
と
で
執
り
行
わ
れ

宮
司
の
も
と
で
執
り
行
わ
れ
、

修
祓
之
儀
、
降
神
之
儀
か

修
祓
之
儀
、
降
神
之
儀
か
ら

始
ま
り
、
地
鎮
之
儀
で
は

始
ま
り
、
地
鎮
之
儀
で
は
山

田
好
男
阿
知
須
地
域
づ
く

田
好
男
阿
知
須
地
域
づ
く
り

会
長
が
刈
初
之
儀
、
渡
辺

会
長
が
刈
初
之
儀
、
渡
辺
市

長
が
穿
初
之
儀
、
施
工
者

長
が
穿
初
之
儀
、
施
工
者
を

代
表
し
て
砂
川
泰
一
山
口

代
表
し
て
砂
川
泰
一
山
口
建

設
社
長
が
掘
初
之
儀
を
行

設
社
長
が
掘
初
之
儀
を
行
っ

た
後
、
玉
ぐ
し
を
さ
さ
げ

た
後
、
玉
ぐ
し
を
さ
さ
げ
て

工
事
の
安
全
を
祈
願
し
た

工
事
の
安
全
を
祈
願
し
た
。

神
事
終
了
後
、
渡
辺
市

　
神
事
終
了
後
、
渡
辺
市
長

は
「
新
た
な
総
合
支
所
に

は
「
新
た
な
総
合
支
所
に
お

い
て
、
阿
知
須
地
域
の
個

い
て
、
阿
知
須
地
域
の
個
性

を
創
出
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

を
創
出
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
地

㮇
人
が
無
事
故
の
早
期
完
成
を
祈
願

30
地
域
交
流
Ｃ
新
築
安
全
祈
願
祭

山口市阿知須
総 合 支 所

校
舎
新
設
・
改
修
へ
、設
計
着
手

特
認
校
の
「（
仮
称
）
広
瀬
学
園
」
福山市教委

わ
か
ば
療
育
園
外
5
棟
新
築
設
備
3
件

電
気
は
長
沼
Ｊ
Ｖ
、空
調
・
衛
生
は
ダ
ン
環
境
設
備
Ｊ
Ｖ

広島県営繕課

㮇
年
上
期
の
立
地
件
数
は
㮇
件

20

15

中
国
地
域
の
工
場
立
地
動
向
調
査

経産局

7
～
9
月
分
の
工
事
等
成
績
評
定

工
事
9
件
、業
務
6
件
を
公
表
西部建設
事 務 所
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艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
 

国
土
交
通
省
と
中
国
地
方
整
備
局
は

　
国
土
交
通
省
と
中
国
地
方
整
備
局
は
４
日
、
日
、
２
０
２
０

２
０
２
０
年
度
下
期
の
中
国
ブ

年
度
下
期
の
中
国
ブ
ロ

ッ
ク
監
理
課
長
等
会
議
を
広
島
市
中
区
の
同
局
建
政
部
庁
舎
で
開
い
た
。
中
国

ッ
ク
監
理
課
長
等
会
議
を
広
島
市
中
区
の
同
局
建
政
部
庁
舎
で
開
い
た
。
中
国
５

県
の
入
札
契
約
担
当
課
長
ら
が
出
席
。
新
・
担
い
手

県
の
入
札
契
約
担
当
課
長
ら
が
出
席
。
新
・
担
い
手
３
法
の
さ
ら
な
る
浸
透
に

法
の
さ
ら
な
る
浸
透
に
向

け
て
「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
措

け
て
「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
措
置

の
導
入
・
検
討
」
や
「
各
県
の
公
共
工
事
契
約
業
務
連
絡
協
議
会
（
公
契
連
）
を
通

の
導
入
・
検
討
」
や
「
各
県
の
公
共
工
事
契
約
業
務
連
絡
協
議
会
（
公
契
連
）
を
通
じ

た
入
契
法
・
品
確
法
の
さ
ら
な
る
徹
底
」
な
ど
を
申
し
合
わ
せ
た

た
入
契
法
・
品
確
法
の
さ
ら
な
る
徹
底
」
な
ど
を
申
し
合
わ
せ
た
。

Ｕ
Ｓ
を
業
界
共
通
の
制
度

Ｕ
Ｓ
を
業
界
共
通
の
制
度
イ

ン
フ
ラ
と
し
て
定
着
さ
せ

ン
フ
ラ
と
し
て
定
着
さ
せ
る

た
め
、
推
奨
モ
デ
ル
工
事
や

奨
モ
デ
ル
工
事
や
総

合
評
価
で
の
加
点
措
置
な

合
評
価
で
の
加
点
措
置
な
ど

先
行
す
る
取
り
組
み
を
参

先
行
す
る
取
り
組
み
を
参
考

に
し
て
検
討
し
て
い
く
こ

に
し
て
検
討
し
て
い
く
こ
と

を
意
思

を
意
思
統
一
。
地
域
の
中
小

域
の
中
小
建

設
業
者
の
普
及
状
況
を
か

設
業
者
の
普
及
状
況
を
か
ん

が
み
な
が
ら
、
ま

が
み
な
が
ら
、
ま
ず
は
、
一
定

規
模
以
上
の
工
事

規
模
以
上
の
工
事
を
対
象
に

対
象
に

し
て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
措

し
て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
措
置

を
順
次
導
入
・
検

を
順
次
導
入
・
検
討
す
る
こ

す
る
こ

と
な
ど
を
提
案
し
た

と
な
ど
を
提
案
し
た
。
そ
の
そ
の

際
、
国
交
省
は
イ
ン
セ
ン
テ

際
、
国
交
省
は
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
措
置
の
導
入
に
係
る
必

ブ
措
置
の
導
入
に
係
る
必
要

な
支
援
を
講
じ
る
と
し
た

な
支
援
を
講
じ
る
と
し
た
。

　
会
議
の
冒

会
議
の
冒
頭
、
国
交
省
不
動

交
省
不
動

産
・
建
設
経
済
局
建
設
業

産
・
建
設
経
済
局
建
設
業
課

入
札
制
度
企
画
指
導
室
の

入
札
制
度
企
画
指
導
室
の
安

達
啓
祐
課
長
補
佐
長
が
挨

達
啓
祐
課
長
補
佐
長
が
挨
拶
。

自
然
災
害
が
多
発
す
る
中
で

自
然
災
害
が
多
発
す
る
中
で
、

本
年
度
が
最
終
年
度
と
な

本
年
度
が
最
終
年
度
と
な
る

『
防
災
・
減
災
、
国
土
強

『
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭

化
の
た
め
の

化
の
た
め
の
３
カ
年
緊
急

カ
年
緊
急
対

策
』
に
ふ
れ
な
が
ら
、「
国

策
』
に
ふ
れ
な
が
ら
、「
国
民

の
安
全
・
安
心
を
確
保
す

の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

上
で
上
で
も
、
引
き
続
き
予
防
・

き
続
き
予
防
・
保

全
を
含
め
た
社
会
資
本
整

全
を
含
め
た
社
会
資
本
整
備

を
し
っ
か
り
進
め
て
い
く

を
し
っ
か
り
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も

要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、

そ
れ
を
担
う
重
要
な
パ
ー

そ
れ
を
担
う
重
要
な
パ
ー
ト

ナ
ー
と
な
る
建
設
業
の
働

ナ
ー
と
な
る
建
設
業
の
働
き

方
改
革
を
進
め
、
担
い
手

方
改
革
を
進
め
、
担
い
手
確

保
に
必
要
な
取
り
組
み
を

保
に
必
要
な
取
り
組
み
を
わ

れ
わ
れ
自
身
が
推
進
し
て

れ
わ
れ
自
身
が
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て

い
る
。
本
日
は
多
岐
に
わ

い
る
。
本
日
は
多
岐
に
わ
た

る
テ
ー
マ
を
準
備
さ
せ
て

る
テ
ー
マ
を
準
備
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ

ら
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の

本
心
を
お
伝
え
す
る
一

本
心
を
お
伝
え
す
る
一
方

で
、
施
策
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

策
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
の
た
め
に
も
地
元
の
状

プ
の
た
め
に
も
地
元
の
状
況

な
ど
を
教
え
て
も
ら
え
れ

な
ど
を
教
え
て
も
ら
え
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た

と
思
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

検
討
議
題
と
し
て
取
り

　
検
討
議
題
と
し
て
取
り
上

げ
た
の
は

げ
た
の
は
４
項
目
。「
施
工

項
目
。「
施
工
時

期
の
平
準
化
の
推
進
」
で
は

期
の
平
準
化
の
推
進
」
で
は
、

新
・
担
い
手

新
・
担
い
手
３
法
に
基
づ
き

法
に
基
づ
き
、

国
交
省
が
ゼ
ロ
債
務
負
担

国
交
省
が
ゼ
ロ
債
務
負
担
行

為
及
び
工
期

為
及
び
工
期
１
年
未
満
の

年
未
満
の
工

事
に
お
け
る
債
務
負
担
行

事
に
お
け
る
債
務
負
担
行
為

の
よ
り
一
層
の
推
進
や
、

の
よ
り
一
層
の
推
進
や
、
速

や
か
な
繰
越
手
続
き
の
推

や
か
な
繰
越
手
続
き
の
推
進

を
要
請
。
さ
ら
に
、
農
林

を
要
請
。
さ
ら
に
、
農
林
や

教
育
と
い
っ
た
土
木
部
局

教
育
と
い
っ
た
土
木
部
局
以

外
の
部
局
も
含
め
た
部
局

外
の
部
局
も
含
め
た
部
局
間

連
携
の
推
進
な
ど
も
求
め
た

連
携
の
推
進
な
ど
も
求
め
た
。

　「
公
共
事
業
予
算
の
動
向

「
公
共
事
業
予
算
の
動
向
と

円
滑
な
施
工
確
保
」
で
は

円
滑
な
施
工
確
保
」
で
は
、

各
都
道
府
県
で
実
施
さ
れ

各
都
道
府
県
で
実
施
さ
れ
て

い
る
有
効
な
取
り
組
み
事

い
る
有
効
な
取
り
組
み
事
例

と
し
て
〝
工
期
に
お
け
る

と
し
て
〝
工
期
に
お
け
る
余

裕
期
間
の
設
定
〟
や
〝
技
術

裕
期
間
の
設
定
〟
や
〝
技
術
者

・
現
場
代
理
人
の
配
置
緩

・
現
場
代
理
人
の
配
置
緩
和

措
置
の
適
切
な
活
用
〟
な

措
置
の
適
切
な
活
用
〟
な
ど

を
紹
介
。
概
算
数
量
発
注

を
紹
介
。
概
算
数
量
発
注
方

式
も
説
明
し
、
そ
の
活
用

式
も
説
明
し
、
そ
の
活
用
を

促
し
た

促
し
た
。

「
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
普
及
推

　
「
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
普
及
推
進

に
向
け
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

に
向
け
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

の
導
入
・
検
討
」
で
は
、
Ｃ

の
導
入
・
検
討
」
で
は
、
Ｃ
Ｃ

会議のもよう

中
国
経
済
産
業
局
は
、

　
中
国
経
済
産
業
局
は
、
中

国
地
域
に
お
け
る

国
地
域
に
お
け
る
２
０
２

２
０
２
０

年
上
期
（

年
上
期
（
１
～
６
月
期
）
の

月
期
）
の
工

場
立
地
動
向
調
査
結
果
を

場
立
地
動
向
調
査
結
果
を
ま

と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と

と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

立
地
件
数

立
地
件
数
は
　
件
と
な
り

件
と
な
り
、

1515

前
年
同
期
に
比
べ

前
年
同
期
に
比
べ
て
　
・
６

5151

％
減
（
　
件
減
）
の
大
幅
減

件
減
）
の
大
幅
減
を

1616

示
し
た
。

地
域
別
で
み
る
と
、
立

　
地
域
別
で
み
る
と
、
立
地

件
数
は
広
島
県
が

件
数
は
広
島
県
が
１
件
（
件
（
前

年
同
期

年
同
期
５
件
）
、
山
口
県

件
）
、
山
口
県
が

４
件
（
件
（
４
件
）
、
岡
山
県
が

件
）
、
岡
山
県
が
９

件
（
　
件
）
、
島
根
県
が
ゼ

件
）
、
島
根
県
が
ゼ
ロ

1515

件
（
件
（
５
件
）
、
鳥
取
県
が

件
）
、
鳥
取
県
が
１
件

（
２
件
）
だ
っ
た

件
）
だ
っ
た
。

業
種
別
で
は
、「
食
料
品

　
業
種
別
で
は
、「
食
料
品
」

が
４
件
で
最
も
多
く

件
で
最
も
多
く
、「
輸

送
用
機
械
」
が

送
用
機
械
」
が
３
件
、「
繊
維
繊
維

工
業
」
が

工
業
」
が
２
件
、「
飲
料
・

件
、「
飲
料
・
た

ば
こ
・
飼
料

ば
こ
・
飼
料
」「
パ
ル
プ
・

パ
ル
プ
・

紙
加
工
品

紙
加
工
品
」「
印
刷
・
同

印
刷
・
同
関

連
」「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
」

「
鉄
鋼

「
鉄
鋼
」「
金
属
製
品
」
が

金
属
製
品
」
が
各

１
件
だ
っ
た

件
だ
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
中
国
地
域

　
こ
の
ほ
か
、
中
国
地
域
の

工
業
団
地
内
へ
の
立
地
件

工
業
団
地
内
へ
の
立
地
件
数

は
７
件
を
数

件
を
数
え
、
内
訳
は
岡
山

訳
は
岡
山

県
が
県
が
４
件
、
山
口
県
が

件
、
山
口
県
が
２
件
、

鳥
取
県
が

鳥
取
県
が
１
件
と
な
っ
た

件
と
な
っ
た
。

調
査
は
、
工
場
立
地
の

　
調
査
は
、
工
場
立
地
の
実

態
を
把
握
す
る
た
め
、
工

態
を
把
握
す
る
た
め
、
工
場

立
地
法
に
基
づ
き
、

立
地
法
に
基
づ
き
、
１
９
１
９
６

７
年
か
ら
毎

年
か
ら
毎
年（
上
期
上
期
、
通
期
通
期
）

実
施
。
工
場
ま
た
は
事
業

実
施
。
工
場
ま
た
は
事
業
場

を
建
設
す
る
目
的
と
し
て

を
建
設
す
る
目
的
と
し
て
１

０
０
０

０
０
０
釈
以
上
の
用
地
取

以
上
の
用
地
取
得

を
調
査
対
象
と
し
て
い
る

を
調
査
対
象
と
し
て
い
る
。

【
福
山
】
福
山
市
教
委
は

　
【
福
山
】
福
山
市
教
委
は
、

２
０
２
２

２
０
２
２
年
４
月
の
開
校

月
の
開
校
を

目
指
す
「
（
仮
称
）
広
瀬
学

目
指
す
「
（
仮
称
）
広
瀬
学
園

小
・
中
学
校
」
の
整
備
に

小
・
中
学
校
」
の
整
備
に
向

け
、
高
橋
啓
之
設
計
事
務

け
、
高
橋
啓
之
設
計
事
務
所

（
建
築
設
計
）
、
第
一
設

（
建
築
設
計
）
、
第
一
設
計

（
設
備
設
計
）
で
実
施
設

（
設
備
設
計
）
で
実
施
設
計

に
着
手
し
た
。
学
校
再
編

に
着
手
し
た
。
学
校
再
編
推

進
室
で
は
年
度
内
で
設
計

進
室
で
は
年
度
内
で
設
計
を

ま
と
め
、
来
年
度
で
新
設

ま
と
め
、
来
年
度
で
新
設
校

舎
及
び
既
存
校
舎
の
改
修

舎
及
び
既
存
校
舎
の
改
修
工

事
を
進
め
る

事
を
進
め
る
。

同
校
は
、
施
設
一
体
型

　
同
校
は
、
施
設
一
体
型
の

特
認
校
と
し
て
、
現
在
の

特
認
校
と
し
て
、
現
在
の
広

瀬
中
学
校
（
加
茂
町
字
北

瀬
中
学
校
（
加
茂
町
字
北
山

１
０
６
４

１
０
６
４
―
１
、
敷
地
面

、
敷
地
面
積

約
７
４
０
０

７
４
０
０
釈
）
に
整
備

）
に
整
備
す

る
。
計
画
に
よ
る
と
、
新

る
。
計
画
に
よ
る
と
、
新
設

校
舎
は
改
修
を
行
う
管
理

校
舎
は
改
修
を
行
う
管
理
教

室
棟
南
側
に
増
築
し
、
渡

室
棟
南
側
に
増
築
し
、
渡
り

廊
下
で
動
線
を
確
保
。
増

廊
下
で
動
線
を
確
保
。
増
築

規
模
は
Ｓ
造
平
屋
建
て

規
模
は
Ｓ
造
平
屋
建
て
３
８

０
釈
程
度
を
想
定
す
る

程
度
を
想
定
す
る
。

内
部
改
修
を
実
施
す
る

　
内
部
改
修
を
実
施
す
る
管

理
教
室
棟
（
Ｒ
Ｃ
造

理
教
室
棟
（
Ｒ
Ｃ
造
２
階
建

延
べ
延
べ
１
０
３
１

１
０
３
１
釈
）
で
は
、

）
で
は
、
国

が
進
め
る
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

が
進
め
る
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
」
に
対
応
し
た

ー
ル
構
想
」
に
対
応
し
た
Ｌ

Ａ
Ｎ
整
備
を
行
う
ほ

Ａ
Ｎ
整
備
を
行
う
ほ
か
、
新
た

に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
室
や
リ

に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
室
や
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
な
ど
を

レ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
な
ど
を
配

置
。附
属
建

附
属
建
物
・
外
・
外
構
整
備
等

整
備
等

を
含
め
た
総
工
費

を
含
め
た
総
工
費
は
、
２
億
３

０
０
０

０
０
０
万
円
（
建
築

万
円
（
建
築
１
億
２
０

０
０
０
０
万
円
、
設
備
１
億
１
０
１
０
０

０
万
円
）を
見
込
ん
で
い
る

万
円
）を
見
込
ん
で
い
る
。

設
計
入
札

　
設
計
入
札
は
、
と
も
に
先
月

も
に
先
月

２
日
に
条
件
付
一
般
競
争

日
に
条
件
付
一
般
競
争
入

札
で
開
札

札
で
開
札
し
、
高
橋
啓
之
設

橋
啓
之
設
計

事
務
所
が

事
務
所
が
５
３
５

５
３
５
万
円
（

万
円
（
税

抜
）、
第
一
設
計
が

第
一
設
計
が
３
１
５

３
１
５
万

円（
税
抜
）で
そ
れ
ぞ
れ
落
札

円（
税
抜
）で
そ
れ
ぞ
れ
落
札
。

履
行
期
限

履
行
期
限
は
、
と
も
に
来
年

も
に
来
年
３

月
　
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る

日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

3131
　
特
認
校
の
開
校

特
認
校
の
開
校
は
、
市
学
校
学
校

再
編
計
画
の
一
環
。
小
学

再
編
計
画
の
一
環
。
小
学
校

で
各
学
年

で
各
学
年
約
　
人
、
中
学

人
、
中
学
校

1010

で
各
学
年

で
各
学
年
約
　
人
の
定
員

人
の
定
員
１

1515

０
５
０
５
人
を
予
定
。「
個
別
の

人
を
予
定
。「
個
別
の
学

習
生
活
支
援
」「
個
性
や
違

習
生
活
支
援
」「
個
性
や
違
い

を
尊
重
し
合
え
る
環
境
」「

を
尊
重
し
合
え
る
環
境
」「
実

社
会
に
つ
な
が
る
学
習
」

社
会
に
つ
な
が
る
学
習
」
の

場
と
し
て
、
市
内
全
域
か

場
と
し
て
、
市
内
全
域
か
ら

通
学
で
き
る

通
学
で
き
る
。

 艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶

艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
 

 艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶

艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
 

工
事
な
ど
の
入
契
調
査
の

工
事
な
ど
の
入
契
調
査
の
結

果
を
ふ
ま
え
、
国
・
県
・

果
を
ふ
ま
え
、
国
・
県
・
市

町
村
の
一
体
的
な
連
携
の

町
村
の
一
体
的
な
連
携
の
も

と
で
入
札
制
度
等
の
改
善

と
で
入
札
制
度
等
の
改
善
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
各
県
の

図
ら
れ
る
よ
う
、
各
県
の
公

「
新
・
担
い
手

　
「
新
・
担
い
手
３
法
の
法
の
趣

旨
の
さ
ら
な
る
徹
底
」
に

旨
の
さ
ら
な
る
徹
底
」
に
向

け
て
は
、
国
と
各
県
公
契

け
て
は
、
国
と
各
県
公
契
連

と
の
連
携
強
化
を
確
認
。

と
の
連
携
強
化
を
確
認
。
ダ

ン
ピ
ン
グ
対
策
や
週
休

ン
ピ
ン
グ
対
策
や
週
休
２
日

Ｓ
造
地
上

Ｓ
造
地
上
２
階
建
改
修
工

階
建
改
修
工
事

部
分
の
床
面
積

部
分
の
床
面
積
１
１
８
０

１
１
８
０
・

　
釈
に
伴
う
電
気
設
備
工

に
伴
う
電
気
設
備
工
事

6464（
電
灯
設
備
、
動
力
設
備

（
電
灯
設
備
、
動
力
設
備
、

受
変
電
設
備
、
発
電
設
備

受
変
電
設
備
、
発
電
設
備
、

構
内
情
報
通
信
網
設
備

構
内
情
報
通
信
網
設
備
、
構

内
交
換
設
備
、
情
報
表
示

内
交
換
設
備
、
情
報
表
示
設

備
、
映
像
・
音
響
設
備
、

備
、
映
像
・
音
響
設
備
、
誘

導
支
援
設
備
、
テ
レ
ビ

支
援
設
備
、
テ
レ
ビ
共

同
受
信
設
備
、
監
視
カ
メ

受
信
設
備
、
監
視
カ
メ
ラ

設
備
、
防
犯
入
退
室
管
理

設
備
、
防
犯
入
退
室
管
理
設

備
、
火
災
報
知
設
備
、
撤

備
、
火
災
報
知
設
備
、
撤
去

工
事
、
中
央
監
視
制
御
設
備

工
事
、
中
央
監
視
制
御
設
備
、

構
内
配
電
線
路
、
構
内
通

構
内
配
電
線
路
、
構
内
通
信

線
路
）

線
路
）
。

空
気
調
和
設
備
の
工
事

　
空
気
調
和
設
備
の
工
事
概

要
は
同
に
伴
う
空
気
調
和

要
は
同
に
伴
う
空
気
調
和
設

備
工
事
（
空
気
調
和
設
備

備
工
事
（
空
気
調
和
設
備
、

換
気
設
備
、
排
煙
設
備
、

換
気
設
備
、
排
煙
設
備
、
自

動
制
御
設
備
）

動
制
御
設
備
）
。

衛
生
設
備
の
工
事
概
要

　
衛
生
設
備
の
工
事
概
要
は

同
に
伴
う
衛
生
設
備
工

同
に
伴
う
衛
生
設
備
工
事

（
給
水
設
備
、
排
水
設
備
、

（
給
水
設
備
、
排
水
設
備
、
衛

生
器
具
設
備
、
給
湯
設
備
、

生
器
具
設
備
、
給
湯
設
備
、
消

火
設
備
、
ガ
ス
設
備
、
医
療

火
設
備
、
ガ
ス
設
備
、
医
療
ガ

ス
設
備
）

ス
設
備
）。

工
期

　
工
期
は
　
月
議
会
議
決

月
議
会
議
決
の

1212

翌
日
か

翌
日
か
ら
２
０
２

２
０
２
４
年
１
月

　
日
（
日
（
約
　
カ
月
）

カ
月
）
。

2626

3737

契
連
開
催
を
通
じ
て
国
が

契
連
開
催
を
通
じ
て
国
が
市

町
村
へ
直
接
的
な
働
き
か

町
村
へ
直
接
的
な
働
き
か
け

や
情
報
共
有
を
行
い
、
取

や
情
報
共
有
を
行
い
、
取
り

組
み
改
善
を
さ
ら
に
加
速

組
み
改
善
を
さ
ら
に
加
速
さ

せ
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た

せ
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。

 艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶

艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
 

 艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶

艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
 

広
島
県
営
繕
課
は
、「
県

　
広
島
県
営
繕
課
は
、「
県
立

障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
わ
か
ば
療
育

ン
セ
ン
タ
ー
わ
か
ば
療
育
園

外
５
棟
新
築
そ
の
他
電
気

棟
新
築
そ
の
他
電
気
設

備
工
事

備
工
事
」「
同
空
気
調
和

同
空
気
調
和
設

備
工
事

備
工
事
」「
同
衛
生
設
備

同
衛
生
設
備
工

事
」
を
総
合
評
価
方
式
（
実

事
」
を
総
合
評
価
方
式
（
実
績

評
価
型
）
の
一
般
競
争
入

評
価
型
）
の
一
般
競
争
入
札

で
　
月
７
日
に
開
札
し
た

日
に
開
札
し
た
結

1010
果
、
電
気
設
備
は

果
、
電
気
設
備
は
７
億
３
０

０
０
０
０
万
円
で
長
沼
電
業
社

万
円
で
長
沼
電
業
社
・

池
久
保
電
工
社
Ｊ
Ｖ
、
空

池
久
保
電
工
社
Ｊ
Ｖ
、
空
気

調
和
設
備
は

調
和
設
備
は
６
億
３
５
０

３
５
０
０

万
円
で
ダ
ン
環
境
設
備
・

万
円
で
ダ
ン
環
境
設
備
・
光

元
設
備
工
業
Ｊ
Ｖ
、
衛
生

元
設
備
工
業
Ｊ
Ｖ
、
衛
生
設

備
は
備
は
５
億
７
０
０
０

７
０
０
０
万
円
万
円
で

ダ
ン
環
境
設
備
・
光
元
設

ダ
ン
環
境
設
備
・
光
元
設
備

工
業
Ｊ
Ｖ
が
落
札
し
た
。

工
業
Ｊ
Ｖ
が
落
札
し
た
。
予

定
価
格
は
契
約
締
結
後
に

定
価
格
は
契
約
締
結
後
に
公

表
す
る
。
建
築
工
事

表
す
る
。
建
築
工
事
は
　
億
2222

４
５
０
０

４
５
０
０
万
円
で
大
之
木

万
円
で
大
之
木
建

設
・
共
立
・
ケ
ー
シ
ー
エ

設
・
共
立
・
ケ
ー
シ
ー
エ
ル

Ｊ
Ｖ
が
落
札
し
て
い
る

Ｊ
Ｖ
が
落
札
し
て
い
る
。

工
事
場
所
は
東
広
島
市

　
工
事
場
所
は
東
広
島
市
西

条
町
田
口

条
町
田
口
２
９
５

２
９
５
―
３
。

電
気
設
備
の
工
事
概
要

　
電
気
設
備
の
工
事
概
要
は

県
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ

県
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
敷
地
内

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
の

わ
か
ば
療
育

わ
か
ば
療
育
園
（
新
築
工
事

新
築
工
事
）

Ｓ
造
地
上

Ｓ
造
地
上
２
階
建
延
床
面

階
建
延
床
面
積

３
３
９
５

３
３
９
５
・
　

釈
、
若
草

、
若
草
園

3636

（
増
築
工
事
・
改
修
工
事

（
増
築
工
事
・
改
修
工
事
）

Ｓ
造
平
屋
建
増
築
工
事
部

Ｓ
造
平
屋
建
増
築
工
事
部
分

の
床
面
積

の
床
面
積
９
０
２

９
０
２
・
　

釈
、

0404

Ｒ
Ｃ
造
一
部
Ｓ
造
地
下

Ｒ
Ｃ
造
一
部
Ｓ
造
地
下
１
階

地
上
地
上
３
階
改
修
工
事
部
分

階
改
修
工
事
部
分
の

床
面
積

床
面
積
５
３
５
４

５
３
５
４
・
　

釈
、

9797

増
築
後
の
延
床
面
積

増
築
後
の
延
床
面
積
６
２
６
２
５

７
・
　

釈
、
若
草
療
育

、
若
草
療
育
園

0101

（
増
築
工
事
、
改
修
工
事
）

（
増
築
工
事
、
改
修
工
事
）
Ｓ

造
平
屋
建
増
築
工
事
部
分

造
平
屋
建
増
築
工
事
部
分
の

床
面
積

床
面
積
７
７
４

７
７
４
・
　

釈
、
Ｒ
、
Ｒ

7575

Ｃ
造
一
部
Ｓ
造
地
上

Ｃ
造
一
部
Ｓ
造
地
上
２
階
改

修
工
事
部
分
の
床
面
積

修
工
事
部
分
の
床
面
積
２
０

２
７
２
７
・
　

釈
、
増
築
後
の

、
増
築
後
の
延

0909

床
面
積

床
面
積
２
８
０
１

２
８
０
１
・
　

釈
、

8484

渡
り
廊
下
（
新
築
工
事
）

渡
り
廊
下
（
新
築
工
事
）
２
棟

Ｓ
造
平
屋
建
延
床
面
積

Ｓ
造
平
屋
建
延
床
面
積
３
０

２
・
　

釈
、
講
堂
・
訓
練

、
講
堂
・
訓
練
棟

8484

（
改
修
工
事
）
Ｒ
Ｃ
造
一

（
改
修
工
事
）
Ｒ
Ｃ
造
一
部

広
島
県
西
部
建
設
事
務

　
広
島
県
西
部
建
設
事
務
所

は
２
０
２
０

２
０
２
０
年
７
月
か
ら

月
か
ら
９

月
分
の
工
事
と
業
務
成
績

月
分
の
工
事
と
業
務
成
績
評

定
点
結
果
を
公
表
し
た
。

定
点
結
果
を
公
表
し
た
。
検

査
完
了
分
は
工
事
が

査
完
了
分
は
工
事
が
９
件
、

業
務
が

業
務
が
６
件
だ
っ
た

件
だ
っ
た
。

成
績
評
定
点
結
果
は
次

　
成
績
評
定
点
結
果
は
次
の

通
り
通
り
。

　
＝
工
事
＝

【
　
【
７
月
】

▽
山
根
地
区
急
傾
斜
地

　
▽
山
根
地
区
急
傾
斜
地
崩

壊
対
策
＝
西
日
本
グ
リ
ー

壊
対
策
＝
西
日
本
グ
リ
ー
ン

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、　

点
8181

▽
一
級
河
川
太
田
川
水

　
▽
一
級
河
川
太
田
川
水
系

三
篠
川
河
川
災
害
復
旧
（

三
篠
川
河
川
災
害
復
旧
（
平

成
　

年
災
害
第

年
災
害
第
３
９
０

３
９
０
１

3030

号
）
＝
先
川
建
設

号
）
＝
先
川
建
設
、　

点
7676

▽
二
級
河
川
瀬
野
川
水

　
▽
二
級
河
川
瀬
野
川
水
系

熊
野
川
河
川
災
害
復
旧
（

熊
野
川
河
川
災
害
復
旧
（
平

成
　

年
災
害
第

年
災
害
第
３
８
９

３
８
９
８

3030
号
）
＝
熊
野
技
建

号
）
＝
熊
野
技
建
、　

点
7070

▽
二
級
河
川
瀬
野
川
水

　
▽
二
級
河
川
瀬
野
川
水
系

熊
野
川
河
川
災
害
復
旧
（

熊
野
川
河
川
災
害
復
旧
（
平

成
　

年
災
害
第

年
災
害
第
２
１
２

２
１
２
７

3030
号
）
外
＝
横
山
建
設

号
）
外
＝
横
山
建
設
、　

点
8282

▽
二
級
河
川
瀬
野
川
水

　
▽
二
級
河
川
瀬
野
川
水
系

瀬
野
川
河
川
災
害
復
旧
（

瀬
野
川
河
川
災
害
復
旧
（
平

成
　

年
災
害
第

年
災
害
第
４
２
６

４
２
６
２

3030

号
、
号
、
５
０
５
９

５
０
５
９
号
）
＝
小

号
）
＝
小
野

村
組
村
組
、　

点
8181

▽
二
級
河
川
瀬
野
川
水

　
▽
二
級
河
川
瀬
野
川
水
系

雲
母
川
通
常
砂
防
＝
横
山

雲
母
川
通
常
砂
防
＝
横
山
建

設
、　

点
78

▽
二
級
河
川
瀬
野
川
水

　
▽
二
級
河
川
瀬
野
川
水
系

瀬
野
川
河
川
災
害
復
旧
（
平

瀬
野
川
河
川
災
害
復
旧
（
平
成

　
年
災
害
第

年
災
害
第
３
３
３
７

３
３
３
７
号
、

3030２
６
５
４

２
６
５
４
号
）
＝
栗
本

号
）
＝
栗
本
、
　

点
8383

【
　
【
８
月
】

▽
そ
の
他
河
川
長
谷
川

　
▽
そ
の
他
河
川
長
谷
川
支

川
災
害
関
連
緊
急
砂
防
＝

川
災
害
関
連
緊
急
砂
防
＝
三

興
建
設

興
建
設
、　

点
8282

【
　
【
９
月
】

▽
主
要
地
方
道
吉
田
豊

　
▽
主
要
地
方
道
吉
田
豊
栄

線
道
路
災
害
復
旧
（
平

線
道
路
災
害
復
旧
（
平
成
　3030

年
災
害
第

年
災
害
第
２
１
４
８

２
１
４
８
～
２
１

５
３
５
３
号
）
＝
和
田
組

号
）
＝
和
田
組
、　

点
8383

　
＝
業
務
＝

【
　
【
７
月
】

▽
一
般
県
道
瀬
野
呉
線

　
▽
一
般
県
道
瀬
野
呉
線
道

路
改
良
事
業
に
伴
う
業

路
改
良
事
業
に
伴
う
業
務

（
井
戸
調
査
）
＝
ケ
イ
・

（
井
戸
調
査
）
＝
ケ
イ
・
エ

ム
調
査
設
計

ム
調
査
設
計
、　

点
8484

▽
土
砂
災
害
防
止
法
に

　
▽
土
砂
災
害
防
止
法
に
基

づ
く
基
礎
調
査
業
務
そ
の

づ
く
基
礎
調
査
業
務
そ
の
１

（
西
区
外
）
＝
中
電
技
術

（
西
区
外
）
＝
中
電
技
術
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、　

点
8383

▽
土
砂
災
害
防
止
法
に

　
▽
土
砂
災
害
防
止
法
に
基

づ
く
基
礎
調
査
業
務
そ
の

づ
く
基
礎
調
査
業
務
そ
の
２

（
安
芸
郡
外
）
＝
中
電
技

（
安
芸
郡
外
）
＝
中
電
技
術

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、　

点
8383

▽
一
級
河
川
太
田
川
水

　
▽
一
級
河
川
太
田
川
水
系

京
橋
川
外
河
川
巡
視
業
務

京
橋
川
外
河
川
巡
視
業
務
＝

山
陽
技
術
コ
ン
サ
ル
タ

山
陽
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、　

点
78

【
　
【
８
月
】

検
査
分
な

　
検
査
分
な
し

【
　
【
９
月
】

▽
一
般
国
道

　
▽
一
般
国
道
４
８
７

４
８
７
号
道

路
改
良
事
業
に
伴
う
調
査

路
改
良
事
業
に
伴
う
調
査
設

計
業
務
＝
日
野
原
富
士
コ

計
業
務
＝
日
野
原
富
士
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト

サ
ル
タ
ン
ト
、　

点
7979

▽
東
広
島
高
田
道
路
（

　
▽
東
広
島
高
田
道
路
（
主

要
地
方
道
吉
田
豊
栄
線
）

要
地
方
道
吉
田
豊
栄
線
）
道

路
改
良
事
業
に
伴
う
業

路
改
良
事
業
に
伴
う
業
務

（
そ
の

（
そ
の
３
）
＝
パ
シ
フ
ィ

）
＝
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、　

点
8181

 艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶

艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
 

 艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶

艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
 

域
づ
く
り
の
活
動
が
よ
り

域
づ
く
り
の
活
動
が
よ
り
活

発
と
な
り
、
か
つ
、
地
域

発
と
な
り
、
か
つ
、
地
域
の

皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
、
広
く

皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
、
広
く
活

用
し
て
い
た
だ
け
る
拠
点

用
し
て
い
た
だ
け
る
拠
点
施

設
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

設
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

ま
た
、
砂
川
社
長
は
「

　
ま
た
、
砂
川
社
長
は
「
Ｊ

Ｖ
が
持
つ
技
術
を
全
力
で

Ｖ
が
持
つ
技
術
を
全
力
で
発

揮
し
、
安
全
最
優
先
に
努

揮
し
、
安
全
最
優
先
に
努
め

る
と
と
も
に
、
近
隣
の
皆

る
と
と
も
に
、
近
隣
の
皆
さ

ま
に
配
慮
し
な
が
ら
工
事

ま
に
配
慮
し
な
が
ら
工
事
を

進
め
る
。
ご
支

進
め
る
。
ご
支
援
、
ご
協
力
を

ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
た

お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

同
施
設
は
、
老
朽
化
が

　
同
施
設
は
、
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
阿
知
須
総
合
支

ん
で
い
る
阿
知
須
総
合
支
所

の
建
替
整
備
を
行
う
も
の
で

の
建
替
整
備
を
行
う
も
の
で
、

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
同

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
同
地

に
あ
る
阿
知
須
地
域
交
流

に
あ
る
阿
知
須
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
、
消
防
団
車
庫
な

ン
タ
ー
、
消
防
団
車
庫
な
ど

を
複
合
施
設
と
し
て
、
市

を
複
合
施
設
と
し
て
、
市
が

初
め
て
一
体
整
備
す
る
。

初
め
て
一
体
整
備
す
る
。
特

徴
と
し
て
は
、
建
物
と
オ

徴
と
し
て
は
、
建
物
と
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
内
部
空

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
内
部
空
間

と
外
部
空
間
と
の
つ
な
が

と
外
部
空
間
と
の
つ
な
が
り

を
意
識
し
、
隣
接
す
る
体

を
意
識
し
、
隣
接
す
る
体
育

セ
ン
タ
ー
、
保
育
園
な
ど

セ
ン
タ
ー
、
保
育
園
な
ど
と

も
連
携
し
た
人
と
人
が

連
携
し
た
人
と
人
が
つ

な
が
る
交
流
空
間
利
用

が
る
交
流
空
間
利
用
が

可
能
。
ま
た
、
空
調
効
率

可
能
。
ま
た
、
空
調
効
率
を

ア
ッ
プ
さ
せ
る
室
内
環

プ
さ
せ
る
室
内
環
境

改
善
型
省
エ
ネ
シ
ス
テ

改
善
型
省
エ
ネ
シ
ス
テ
ム

「
エ
コ
シ
ル
フ
ィ
」
を
初

「
エ
コ
シ
ル
フ
ィ
」
を
初
め

て
採
用
し
、
省
エ
ネ
、
環

採
用
し
、
省
エ
ネ
、
環
境

な
ど
を
配
慮
し
た
施
設
で

な
ど
を
配
慮
し
た
施
設
で
も

あ
る
あ
る
。

施
設
の
概
要
な
ど
は
次

　
施
設
の
概
要
な
ど
は
次
の

通
り
通
り
。

▽
建
設
地
＝
山
口
市
阿

　
▽
建
設
地
＝
山
口
市
阿
知

須
２
７
４

２
７
４
３

▽
建
物
＝
Ｒ

　
▽
建
物
＝
Ｒ
C
造
一
部

造
一
部
Ｓ

造
２
階
建
延
べ

階
建
延
べ
２
７
１
７

２
７
１
７
釈

（
総
合
支
所
、
地
域
交
流

（
総
合
支
所
、
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
、
消
防
団
車
庫
、

ン
タ
ー
、
消
防
団
車
庫
、
団

員
詰
所

員
詰
所
）

▽
建
築
＝
山
口
建
設
・

　
▽
建
築
＝
山
口
建
設
・
縁

建
設
・
五
十
鈴
工
業
Ｊ

建
設
・
五
十
鈴
工
業
Ｊ
Ｖ

▽
電
気
＝
星
電
業
社
・

　
▽
電
気
＝
星
電
業
社
・
山

口
内
山
電
機
Ｊ

口
内
山
電
機
Ｊ
Ｖ

▽
機
械
＝
白
上
水

　
▽
機
械
＝
白
上
水
道

▽
設
計
＝
双
樹
設

　
▽
設
計
＝
双
樹
設
計

▽
工
期
＝

　
▽
工
期
＝
２
０
２
０

２
０
２
０
年
　1010

月
～
　
年
　
月

21

12

　
▽
総
事
業
費
＝

総
事
業
費
＝
約
　
億
円
億
円

1717

鋤入れをする砂川社長

鍬入れする渡辺市長

完
成
予
想
図
（
正
面
か
ら
）

提
案
を
求
め
る
予
定

提
案
を
求
め
る
予
定
。

施
設
の
敷
地
面
積
は

　
施
設
の
敷
地
面
積
は
２
万

５
３
０
０

５
３
０
０
釈
、
処
理
能
力

、
処
理
能
力
は

４
万
２
０
０
０

２
０
０
０
弱
／
日
／
日
。

今
年
度
は
、
実
施
方
針

　
今
年
度
は
、
実
施
方
針
・

要
求
水
準
書
の
策
定
。
来

要
求
水
準
書
の
策
定
。
来
年

度
は
同
方
針
・
同
書
の
公

度
は
同
方
針
・
同
書
の
公
表

と
民
間
事
業
者
の
募
集

と
民
間
事
業
者
の
募
集
。　
2222

年
度
に
民
間
事
業
者
の
決

年
度
に
民
間
事
業
者
の
決
定

す
る
。
な
お
、
Ｍ
Ｂ
Ｒ
法

す
る
。
な
お
、
Ｍ
Ｂ
Ｒ
法
に

よ
る
現
計
画
で
は

よ
る
現
計
画
で
は
、　

～
　

2323

2424

年
に
旧
汚
泥
処
理
棟
の
撤

年
に
旧
汚
泥
処
理
棟
の
撤
去

及
び
新
水
処
理
施
設
の

及
び
新
水
処
理
施
設
の
設

計
、　

～
　
年
に
新
水
処

年
に
新
水
処
理

2424

2929

施
設
の
建
設
工
事

施
設
の
建
設
工
事
。　

年
の
年
の

3030

供
用
開
始
予
定

供
用
開
始
予
定
。

発
注
の
明
確
な
時
期
は

　
発
注
の
明
確
な
時
期
は
ま

だ
未
定
だ
が
、
来
年
度
の

だ
未
定
だ
が
、
来
年
度
の
早

い
段
階
を
目
指
し
て
現
在

い
段
階
を
目
指
し
て
現
在
検

討
を
進
め
て
い
る

討
を
進
め
て
い
る
。

し
て
い
る
た
め
、
同
事
業

し
て
い
る
た
め
、
同
事
業
を

通
じ
て
こ
れ
ら
の
問
題
を

通
じ
て
こ
れ
ら
の
問
題
を
解

消
す
る

消
す
る
。

事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

　
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

２
０
２

２
０
２
２
年
度
の
新
汚
泥

年
度
の
新
汚
泥
処

理
施
設
の
建
設
ま
で
は
従

理
施
設
の
建
設
ま
で
は
従
来

型
公
共
事
業
で
対
応
し

型
公
共
事
業
で
対
応
し
、　2323

年
度
以
降
の
旧
汚
泥
処
理

年
度
以
降
の
旧
汚
泥
処
理
施

設
の
撤
去
及
び
新
水
処
理

設
の
撤
去
及
び
新
水
処
理
施

設
の
設
計
か
ら
官
民
連
携

設
の
設
計
か
ら
官
民
連
携
手

法
を
導
入
し
て
再
構
築
を

法
を
導
入
し
て
再
構
築
を
行

う
。事

業
範
囲
は
、
徳
山
中

　
事
業
範
囲
は
、
徳
山
中
央

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
新
水
処

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
新
水
処
理

施
設
の
設
計
・
建
設
・
維

施
設
の
設
計
・
建
設
・
維
持

管
理
、
新
汚
泥
処
理
施
設

管
理
、
新
汚
泥
処
理
施
設
の

維
持
管
理
、
新
管
理
棟
の

維
持
管
理
、
新
管
理
棟
の
設

計
・
建
設
・
維
持
管
理
、

計
・
建
設
・
維
持
管
理
、
旧

水
処
理
施
設
の
維
持
管
理

水
処
理
施
設
の
維
持
管
理
・

撤
去
工
事
、
旧
汚
泥
処
理

撤
去
工
事
、
旧
汚
泥
処
理
棟

の
撤
去
工
事
。
江
口
ポ
ン

の
撤
去
工
事
。
江
口
ポ
ン
プ

場
の
全
施
設
の
維
持
管
理

場
の
全
施
設
の
維
持
管
理
。

改
築
・
更
新
は
、
保
全

　
改
築
・
更
新
は
、
保
全
管

理
業
務
と
一
体
化
す
る
こ

理
業
務
と
一
体
化
す
る
こ
と

で
効
率
化
は
図
れ
る
が
、

で
効
率
化
は
図
れ
る
が
、
将

来
の
技
術
革
新
、
老
朽
化

来
の
技
術
革
新
、
老
朽
化
リ

ス
ク
、
コ
ス
ト
面
な
ど
で

ス
ク
、
コ
ス
ト
面
な
ど
で
の

メ
リ
ッ
ト
が
不
明
な
た
め

メ
リ
ッ
ト
が
不
明
な
た
め
、

官
民
連
携
事
業
に
は
含
め

官
民
連
携
事
業
に
は
含
め
な

い
が
、
今
後
の
検
討
の

い
が
、
今
後
の
検
討
の
結

果
、
公
募
ま
で
に
変
更
す

果
、
公
募
ま
で
に
変
更
す
る

可
能
性
は
あ
る

可
能
性
は
あ
る
。

新
水
処
理
施
設
に
つ
い

　
新
水
処
理
施
設
に
つ
い
て

は
、
現
処
理
場
の
狭
あ
い

は
、
現
処
理
場
の
狭
あ
い
な

敷
地
条
件
で
も
対
応
可
能

敷
地
条
件
で
も
対
応
可
能
な

処
理
方
式
と
し
て
Ｍ
Ｂ
Ｒ

処
理
方
式
と
し
て
Ｍ
Ｂ
Ｒ
法

（
膜
分
離
活
性
汚
泥
法
）

（
膜
分
離
活
性
汚
泥
法
）
を

検
討
し
た
が
、
公
募
時
は

検
討
し
た
が
、
公
募
時
は
競

争
性
を
確
保
す
る
た
め
に

争
性
を
確
保
す
る
た
め
に
Ｍ

Ｂ
Ｒ
法
に
限
定
せ
ず
幅
広

Ｂ
Ｒ
法
に
限
定
せ
ず
幅
広
い

説明会のもよう

あいさつを述べる市川秀之課長

コンクリートメン
テナンス協会ら

「
亜
硝
酸
リ
チ
ウ
ム
優
れ
た
効
果
」

軍
艦
島
で
曝
露
試
験
状
況
調
査

 艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶

艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
協
会
の
徳
納
剛
会

ン
ス
協
会
の
徳
納
剛
会
長

（
福
徳
技
研
）
と
峯
松
昇

（
福
徳
技
研
）
と
峯
松
昇
司

副
会
長
（
井
上
建
設
）
は

副
会
長
（
井
上
建
設
）
は
３

日
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学

日
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
会

の
メ
ン
バ
ー
や
芝
浦
工
業

の
メ
ン
バ
ー
や
芝
浦
工
業
大

学
の
学
生
ら
と
と
も
に
長

学
の
学
生
ら
と
と
も
に
長
崎

市
に
あ
る
軍
艦
島
（
端
島
）

市
に
あ
る
軍
艦
島
（
端
島
）
を

訪
れ
、
塩
害
環
境
下
に
お

訪
れ
、
塩
害
環
境
下
に
お
け

る
補
修
材
の
効
果
確
認
実

る
補
修
材
の
効
果
確
認
実
験

に
立
ち
会
っ
た

に
立
ち
会
っ
た
。

軍
艦
島
で
の
実
験
は
、

　
軍
艦
島
で
の
実
験
は
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
工
学
会
が

ン
ク
リ
ー
ト
工
学
会
が
２
０

１
６
１
６
年
か
ら
実
施
し
て
い

年
か
ら
実
施
し
て
い
る

「
危
急
存
亡
状
態
の
コ
ン

「
危
急
存
亡
状
態
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
物
対
応
委

リ
ー
ト
構
造
物
対
応
委
員

会
」
の
趣
旨
に
賛
同
し
て

会
」
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
行

っ
て
い
る
も
の

っ
て
い
る
も
の
。

鉄
筋
を
埋
設
し
た
コ
ン

　
鉄
筋
を
埋
設
し
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
試
験
体
を
著
し
い

リ
ー
ト
試
験
体
を
著
し
い
塩

害
環
境
下
に
置
き
、
補
修

害
環
境
下
に
置
き
、
補
修
材

や
補
修
工
法
が
ど
の
程
度

や
補
修
工
法
が
ど
の
程
度
の

効
果
を
発
揮
す
る
か
を
毎

効
果
を
発
揮
す
る
か
を
毎
年

経
過
観
察
し
て
い
る

経
過
観
察
し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
コ
ン
ク
リ
ー

こ
の
ほ
か
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
が
現

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
が
現
在

開
発
中
の
新
材
料
で
あ
る

開
発
中
の
新
材
料
で
あ
る
亜

硝
酸
リ
チ
ウ
ム
含
有
塗
料

硝
酸
リ
チ
ウ
ム
含
有
塗
料
の

実
験
も
開
始
し

実
験
も
開
始
し
た
。
０
～
３
回

ま
で
塗
布
回
数
を
変
え
た

ま
で
塗
布
回
数
を
変
え
た
試

験
板
を
同
島
の
環
境
に
曝

験
板
を
同
島
の
環
境
に
曝
露

し
、今
後
、試
験
体
と
合
わ
せ

験
体
と
合
わ
せ
て

観
察
を
行
っ
て
い
く
と
い
う

観
察
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
。

徳
納
会
長
は
、「
試
験
体

　
徳
納
会
長
は
、「
試
験
体
の

正
式
な
測
定
結
果
は
後
日

正
式
な
測
定
結
果
は
後
日
出

る
が
、
当
会
が
設
置
し
た

る
が
、
当
会
が
設
置
し
た
亜

硝
酸
リ
チ
ウ
ム
圧
入
の
試

硝
酸
リ
チ
ウ
ム
圧
入
の
試
験

体
は
他
と
比
較
し
て
鉄
筋

体
は
他
と
比
較
し
て
鉄
筋
の

腐
食
が
ほ
と
ん
ど
な
か

腐
食
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
。
優
れ
た
防
錆
効
果
が

た
。
優
れ
た
防
錆
効
果
が
確

認
さ
れ
た
と
思
う
」
と
満

認
さ
れ
た
と
思
う
」
と
満
足

気
。「
軍
艦
島
の
崩
壊
は
年

気
。「
軍
艦
島
の
崩
壊
は
年
々

進
ん
で
お
り
、
コ
ン
ク
リ

進
ん
で
お
り
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
永
遠
の
構
造
物
で
は

ト
が
永
遠
の
構
造
物
で
は
な

い
と
思
い
知
ら
さ
れ
る
。

い
と
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
維

持
管
理
の
重
要
性
を
再
認

持
管
理
の
重
要
性
を
再
認
識

し
た
」
と
話
し
て
い
た

し
た
」
と
話
し
て
い
た
。

測定に立ち会う徳納会長右梢

 艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
  艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
 


